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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料
令和６年１２月１７日 

件 名 アレフ（オウム真理教）対策について

所管部課名 危機管理部 危機管理課 

内 形 

アレフ（オウム真理教）対策について、以下のとおり報告する。

１ オウム真理教対策関係市区町連絡会（会長 足立区長）による法務大

臣・公安調査庁長官への要請行動について 

（１）日 時

令和６年１２月１３日（金）午後５時３０分

（２）場 所

法務省及び公安調査庁

（３）出席者

オウム真理教対策関係市区町連絡会加入自治体代表

各オウム真理教対策住民協議会代表 

各オウム真理教対策議員連盟代表 

足立区議会議長 

足立区町会・自治会連合会長 

（４）主な要請内容

ア 観察処分の期限撤廃

イ 団体の活動に対する規制強化

ウ 再発防止処分の実効性の確保と処分違反行為への厳正な対処

エ 麻原彰晃こと松本智津夫元死刑囚の遺骨をめぐる問題が大きな社会

不安に発展しないよう万全を期すとともに立法措置を講じること 

２ オウム真理教対策関係市区町連絡会意見交換会について 

（１）日 時

令和６年１２月１３日（金）午後２時００分

（２）場 所

銀座ブロッサム（中央区銀座二丁目１５番６号）

（３）内 容

ア 第１部 市区町連絡会担当者による意見交換

イ 第２部 公安調査庁による現況報告

（４）出席者

市区町連絡会加入自治体代表

※ 意見交換会終了後、法務大臣及び公安調査庁長官への要請行動を行っ

た。 
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３ 区内アレフ施設に対する公安調査庁の立入検査について 

（１）実施日 

令和６年１０月２２日（火） 

（２）検査場所 

足立入谷施設（足立区入谷所在） 

（３）検査結果概要（公安調査庁のホームページより） 

ア 公安調査官の動員数は２９人。このうち施設内に立ち入った調査官 

は２３人。 

イ 施設内に麻原の写真や麻原の説法を収録した教材等が多数保管され

ていることを確認した。 
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 
令和６年１２月１７日 

件   名 旧入谷南小学校跡地周辺区民への避難所に関する対応について 

所管部課名 
危機管理部 総合防災対策室 災害対策課、防災対策担当課  

都市建設部 道路公園整備室 道路公園管理課 

内  容 

旧入谷南小学校跡地周辺区民への避難所に関する対応について、以下のとお

り報告する。 

 

１ 近隣自治体（川口市）の避難所利用等について 

（１）協定による避難所利用の確認 

災害協定に基づき、災害時に入谷地域の区民が朝日東小学校など川口市 

の避難所（指定避難所９０か所）を利用すること等について、訪問の上改 

めて協力を依頼し、川口市から了承を得た。 

   川口市の避難所は、アルファ化米やビスケット、毛布や簡易トイレなど 

を備蓄している 

（２）地元避難所運営者へのお願い 

   入谷八丁目、九丁目の区民の利用が想定される川口市の避難所は、朝日 

東小学校等である。区の依頼を受け、令和６年１０月３１日の地元避難所 

運営者との会議において、川口市危機管理課長から災害時の足立区民の避 

難所利用についての協力をお願いの上、快く了承いただいた。 

【周辺地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 旧入谷南小学校 朝日東小学校 

約８００ｍ 
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２ 民間施設における避難所利用 

入谷地域周辺の避難所機能を補完する民間施設の活用を検討する中で、 

大型民間施設の協力が得られたため、発災から数日間の避難所として利用で 

きるよう、今年中の協定締結に向けて進めていく。 

主な協定検討内容 

NO. 項   目 内   容 

１ 災害の種類 水害及び震災 

２ 利用想定部分 
１階（約３２０㎡）及び 

２階（約２５０㎡）フロアの屋内 

３ 備蓄品の保管場所 施設敷地内に設置予定で検討中 

４ 運営方法 現在検討中 

３ 近隣公園への避難所設置要望  

  以下の２つの理由により、避難所設置は難しい。 

（１）都市公園法第４条において、建築物の建築面積総計の公園敷地面積に対

する割合は原則２％以内と定められているが、避難所を目的とした建築物

は認められていない。避難所を設置する場合は、新たな用地を確保しなけ

れば設置出来ない。 

（２）近隣公園の全ては災害時一次仮置場候補地となっており、災害時におけ

る区内の災害廃棄物を迅速かつ適正に処理し、区民の生活環境の保全及び

公衆衛生上の支障を防止することとなっている。 

※ 避難所設置要望があった公園 

入谷中丸公園、入谷砂原めいろ公園、入谷七丁目公園、入谷八丁目公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の対応 

  旧入谷南小学校跡地は、地域内輸送拠点や備蓄倉庫を有する災害拠点施設 

として整備するため避難所機能は有さないが、引き続き周辺避難所をはじ 

め、近隣自治体や協定先等と連携し周辺区民の安全・安心の確保に努める。 

【周辺地図】 

 

旧入谷南小学校 
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 
令和６年１２月１７日 

件   名 医療機関への無線機器（公共安全モバイル）の導入について 

所管部課名 危機管理部 総合防災対策室 災害対策課 

内   容 

医療機関への無線機器（公共安全モバイル）の導入について、以下のとおり

報告する。 

１ 公共安全モバイル導入の経緯 

  令和６年度当初より、ＭＣＡアドバンスを導入する予定であったが、サー

ビス提供業者より事業の終了の報告を受けたため、代替機器を検討してい

た。 

検討の結果、公共機関向けの専門設備を通して通信できる公共安全モバイ

ルを医療機関へ導入したい。 

※ ＭＣＡアドバンスとは 

携帯電話網のＩＰ無線と、独立した通信のＭＣＡ無線の両方の機能を有 

  するスマートフォン形状の通信機 

 

２ 公共安全モバイルについて（別紙１） 

（１）携帯電話網を使用するＩＰ無線の一種で、専用のＳＩＭを利用すること 

で、公共機関向けの専門設備を通して通信できるサービスである。 

（２）公共安全モバイルは、一般ユーザーと異なる設備を使用することで、通 

信が安定し、繋がらなくなる可能性が低いため、公共機関における確実 

かつ円滑な通信が実現できる。 

（３）総務省においても重要な情報通信手段と位置付けられている。 

 

３ 導入医療機関 

（１）ＭＣＡアドバンス導入予定台数と同数を導入する（６０台想定）。 

※ 既存の無線設置機関に加え、救急指定医療機関で未設置病院へ配備 

（２）導入費用 

  ア 公共安全モバイル ５年合計 ２３，６５０，２００円（６０台） 

  イ ＭＣＡアドバンス ５年合計  ６４，４８０，２００円（６０台） 

 

４ 導入スケジュール(予定) 

令和６年１２月～ 

令和７年 １月 

① 災害・オウム対策調査特別委員会報告 

② 医療機関への説明 

令和７年１月下旬 総合防災訓練で医療機関との無線（公共安全モ

バイル）検証訓練実施 

令和７年度中 ① 無線（公共安全モバイル）導入開始 

② 医療機関等以外の施設への導入機種検討 
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1

平常時にも一般ユーザーによる設備混雑の影響を受けにくい、データ通信環境

一般的な法人モバイルサービスの例

共用設備のため、予期せぬトラフィックの集中などにより、一時的に通信がつ

ながりにくい状態になる場合があります。

公共安全モバイルサービス

公共機関向けの専用設備を設置することで、設備混雑の影響を受けにくくなり、

安定したデータ通信が可能になります。

インターネット

基地局

一般ユーザー

一般ユーザー向けの

共用設備

基地局

キャリアA網

基地局

公共機関ユーザー
向けの専用設備

公共機関ユーザー 公共機関ユーザー

バックボーンネットワーク

インターネット

ネットワーク

平日昼休み時間帯の
トラフィック増など

キャリア網

安 定

キャリアB網

一時的な混雑

別紙１
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

令和６年１２月１７日 

件   名 令和６年度足立区総合防災訓練の実施について 

所管部課名 危機管理部 総合防災対策室 災害対策課、防災力強化担当課 

内   容 

令和７年１月２５日（土）に実施する令和６年度足立区総合防災訓練につい

て、以下のとおり報告する。 

 

１ 概 要 

（１）今年度は、令和６年１月に発生した能登半島地震を踏まえ、冬季の休日

に実施する。また、本訓練では前震と本震の２段階で地震を発生させ、異

なる参集区分の人員による初動体制の確保など、実災害に即した対応とす

る。 

（２）昨年度実施した総合防災訓練等の各種訓練の結果を踏まえ、午前（図上

訓練）、午後（実動訓練）の二部構成とする。 

 

２ 日 時 

  令和７年１月２５日（土） 

（１）第１部：図上訓練（参集訓練を含む） 

午前８時３０分から午前１２時００分まで 

（２）第２部：実動訓練（協定締結機関との連携訓練を含む） 

   午後１時００分から午後４時００分まで 

 

３ 訓練目的 

（１）限られた人員での初動体制の確保 

  ア 緊急災害対策本部員の参集及び対応能力の強化 

  イ 各部本部員の参集及び各部本部の早期立ち上げと運用体制の強化 

（２）発生時期に準じた対応 

  ア 冬季に発生した災害への対応 

  イ 夜間に向けた体制の確保 

（３）災害情報システムの運用要領の習熟 

 

４ 訓練の詳細 

（１）図上訓練 

  ア 緊急災害対策本部員の参集及び情報収集訓練 

    各緊急災害対策本部員が、自宅から参集先区民事務所まで参集し初動

体制を確保するとともに、担当エリア内の災害情報の収集を行う。 

    また、その後参集してきた正規の区民事務所職員へ申し送りを実施

し、自己所属の部本部へと合流する。 
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イ 各部本部員の参集及び部本部の立ち上げ、運用 

各部の第一次非常配備態勢、第二次非常配備態勢と異なる参集区分の非 

常配備態勢職員で、実災害に即した部本部の立ち上げ及び運用を行う。 

  ウ 災害想定に基づき災害情報システムを用いた図上訓練 

（２）実動訓練 

   協定締結機関と連携した訓練（一部抜粋） 

  ア 災害備蓄倉庫、地域内輸送拠点、避難所（第一次、第二次（福祉避難

所））を結ぶ物資輸送訓練 

  イ 区内応急給水槽、応急給水栓の開設、運営訓練 

  ウ 避難所開設訓練（第一次、第二次（福祉避難所）） 

  エ 要配慮者の移送訓練 

  オ 学校施設の被害調査、応急危険度判定訓練 

 

５ 訓練の時系列 

  別紙１のとおり 

 

６ 主な訓練会場 

  別紙２のとおり 

 

７ 今後の方針 

  各関係機関との連携、調整を図り訓練当日までの準備を行っていく。 
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図　上　訓　練 実　動　訓　練

緊急災害対策本部訓練フェーズ 災害対策本部訓練フェーズ 実動訓練フェーズ

第１次態勢職員

第２次態勢職員

第３次態勢職員

第４次態勢職員

※ 算出した参集時間により順次到着する

緊対本部員

区民事務所

※ 算出した参集時間により順次到着する

政策経営

総務

危機管理

施設営繕

区民

地域のちから

産業経済

福祉

衛生

環境

都市建設

会計管理室

教育指導

学校運営

子ども家庭

区議会

消防

警察

自衛隊

総　合　防　災　訓　練 　時　系　列

庁

内

各

部

他

機

関

休憩

参

集

属

性

訓練種別

フェーズ

時間経過 8：30

地

震

発

生

（

震

度

５

弱

）

※

第

一

次

非

常

配

備

態

勢

発

令

・

各

部

計

画

に

基

づ

く

参

集

実

施

9：00

参 集

災

害

対

策

本

部

の

設

置

各部は、第１次態勢で参集

した職員により、想定に基

づく図上訓練を実施する。

各

部

本

部

の

設

置

（

タ

イ

ミ

ン

グ

は

任

意

）

11：30 12：00

図

上

訓

練

終

了

各部

振り返り

訓練

昼

休

憩

13：00 16：00

実

動

訓

練

終

了

各部

実動訓練

参 集

通常出勤

8：30～勤務

緊

急

災

害

対

策

本

部

の

設

置

（

設

置

の

タ

イ

ミ

ン

グ

は

訓

練

の

進

行

に

よ

る

）

通常出勤

8：30～勤務

地

震

（

本

震

）

発

生

（

震

度

６

強
）

※

第

四

次

非

常

配

備

態

勢

発

令

・

全

職

員

参

集

各区民事務所で緊対職員による活動

※順次到着

引

継

ぎ

各部へ

※順次到着 訓練参加

10：30

リエゾンの派遣

・第２次態勢の職員は、９時以降順次図

上訓練に参加する。

（９時に参集を開始することと仮定し、

自宅から庁舎までの直線距離で時間を算

出し到着する。なお、１０時時点で算出

時間によらず到着する。）

（到着までの間は、訓練補助（コント

ローラー等）及び午後の実動訓練の準備

にあたる）

・第３次態勢以降の職員は、本庁舎へ到

着しない想定となることから、訓練補助

（コントローラー等）及び午後の実動訓

練の準備にあたる

第１次態勢参集者の図上訓練補助

コントローラーを担う 引続き訓練補助

（コントローラー）

引続き訓練補助

(コントローラー)

区民事務所業務

第１次態勢参集者

の図上訓練補助

コントローラーを

担う

第

２

回

災

害

対

策

本

部

会

議

の

開

催

第

１

回

災

害

対

策

本

部

会

議

の

開

催

参集について

は、各部の部

別行動計画に

おける参集区

分により、上

記の参集属性

に従い実施す

る。
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ケアホーム足立 

江北ひまわり園 

綾瀬なないろ園 

綾瀬福祉園 梅田ひまわり工房 

ハピネスあだち 

谷在家障がい福祉施設 

西新井ひまわり工房 

足立区役所 
（各部訓練） 

第一次避難所  １箇所 
第二次避難所１３箇所 
動物救護所  １箇所 
医療救護所  １箇所 

総合ボランティアセンター 

特養さの 

中央本町杉の子園 

特養 古千谷苑 足立新生苑 

千寿双葉小学校 

生物園 

博慈会記念総合病院 
（R6.10.27 実施済み） 

別紙２ 

令和６年度足立区総合防災訓練 主な会場図（R6.10.31時点） 

1
1



 

災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

令和６年１２月１７日 

件   名 令和６年度足立区防災会議の開催について 

所管部課名 危機管理部 総合防災対策室 災害対策課、防災対策担当課 

内   容 

令和６年度足立区防災会議の開催について、次のとおり報告する。 

 

１ 目 的 

「地区防災計画」（案）の承認や「足立区地域防災計画」の修正方針を報 

告するため、足立区防災会議条例に基づき、防災会議を開催する。 

 

２ 日 時 

  令和７年２月４日(火) 午前１０時００分から午前１１時３０分（予定） 

 

３ 会 場 

  足立区役所８階特別会議室 

 

４ 対象者 ※ １２月１日現在 

（１）足立区防災会議委員  ６５名  

（２）足立区防災会議専門委員 １名 

  ※ 中林一樹 東京都立大学・首都大学東京名誉教授 

 

５ スケジュール（予定） 

（１）開会 

（２）議題 

  ア 「地区防災計画」（案）の承認について 

① 令和５年度地区防災計画新規策定地区：１２地区 

1 千住二丁目町会 7 梅田東町自治会 

2 千住三丁目町会 8 東京都住宅供給公社興野町

住宅自治会 

3 千住五丁目町会 9 都営西新井本町四丁目アパ

ート自治会 

4 千住旭町会 10 下沼田町会 

5 千住旭町自治会 11 江北二丁目住宅自治会 

6 千住河原町自治会 12 花畑団地自治会（花畑ささ

えあいプロジェクト） 
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② 令和５年度地区防災計画修正地区：１１地区 

1 関原三丁目町会 7 本木南町会 

2 関原三丁目東町会 8 本木西町会 

3 千住四丁目町会 9 梅田本町自治会 

4 日ノ出町自治会 10 梅田神明町自治会 

5 日ノ出町団地自治会 11 西新井本町一丁目町会 

6 本木東町会   
 

（３）基調講演 「テーマ：能登の災害から見えた課題」 

  ア 講演 

足立区防災会議専門委員 中林一樹教授 

※ 東京都立大学・首都大学東京名誉教授 

  イ 質疑応答 

（４）報告 

  ① 被災地の現地視察報告について 

② 「足立区地域防災計画」修正方針につい 

③ 足立区災害対策条例の改正について 

④ 質疑応答 

（５）閉会 
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

令和６年１２月１７日 

件   名 女性あだち防災リーダー意見交換会の実施報告について 

所管部課名 危機管理部 総合防災対策室 災害対策課 

内   容 

女性あだち防災リーダーを対象とした意見交換会を実施したため、以下のとお

り報告する。 

 

１ 詳 細 

（１）日 時 

令和６年１１月３０日（土） 午後２時００分から午後３時３０分 

（２）場 所 

足立区役所南館１２階 １２０１会議室 

（３）出席者 

ア 女性あだち防災リーダー（９名） 

イ 区長、副区長、危機管理部長、災害対策課長、災害対策課職員 

（４）内 容 

   避難所での生活における、以下の３つの視点について意見交換を行った。 

ア 女性視点での配慮点 

イ 備蓄 

ウ トイレ 

 

２ 意見交換会の様子 

 

   

３ 主な意見 

（１）女性視点での配慮点 

  ア 不安などを話せるカウンセリングルーム 

  イ 個室への配慮 

  ウ 炊き出しや掃除は女性の役割といった性的役割分業意識への改革 
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（２）備蓄 

  ア 使用済み生理用品などを入れる袋（中身の見えない袋） 

  イ 生理用品、尿漏れパッド 

  ウ ゴム手袋の備蓄（トイレの清掃） 

（３）トイレ 

  ア 便座を綺麗にしておくなどの衛生面への配慮 

  イ 清潔を保つために清掃当番の役決め 

  ウ 安全性を保つために電気の確保 

 

４ 課題及び今後について 

（１）意見交換会にて意見のあった女性視点での必要な備蓄品について、備蓄ス 

ペースが限られている中で優先順位の整理を行い、導入への検討をしていく。 

（２）災害時におけるトイレについて、安全性の確保や衛生面への配慮などの課 

題が浮き彫りとなったため、令和７年度から新設される専任係長主導のもと、 

実効性のあるトイレ計画の完成に向けて着手していく。  

（３）次回の開催については、対象者が関心のあるテーマやアンケートにて聴取 

し、それをもとに内容及び開催時期を決定する。 
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